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夏休みが始まります。 

この学童は子ども同士が友だちの存在を肌で感じながら過ごす場所

です。けんかもし、仲間外れになったりされたり、泣いたり、笑い転げあ

ったり等たくさんの感情をぶつけ合いながら仲間といっしょの楽しさを

知っていく場だと考えています。 

 

子ども達の話を聞いていると、土、日の休みには「ゲームで過ごす」ことが多いようです。

土日こそ、家庭で親子の会話や家庭での過ごし方（部屋掃除などのお手伝い、散歩等）を

もう少し考えてみてはどうでしょう。テレビやゲームのような機械から出てくる音には反

応するが、人の声には反応しない子が増えていると聞きます。学校の授業が聞けないのも

一つのあらわれです。 

 

「子供の育ちの基礎」は親の子育ての姿勢です。自分の子どもが大人になった時、どんな人

間になっているかと考えたら手抜きはできないはずです。 

いつも言っていますが、学校での点数ではありません。どう生活しているか、していくかが

大切です。 

休みには、食事にも特に気を使ってください。ジュース、ラーメン、スナック菓子などの取り

過ぎに気を付け、3 度の食事をしっかりとるように心がけてほしいと思います。こうするこ

とで子どもの心の安定は保たれます。 

 

     夏休みの流れ                  持ち物 

  ９：４５頃まで    学習           弁当(保冷バッグに) 

 １０：００頃から   外遊び（御弊川など）     お茶、着替え、帽子 

正午～１４時頃   昼食、休養         水着、タオル、ビーチサンダル 

  お帰りまで    おやつ、遊び        休養時のバスタオル（布団なし） 

 

＜ 注 意 ＞  ・ 絶対に帽子はかぶること。 毎年、忘れてくる子が必ずいます。 

             （熱中症など自分の健康に気を付ける子になって下さい） 

         ・ 盆休みは １３，１４，１５ 日です。 

 

＜お願い＞ ・夏休み期間中、休む日が決まっている場合は早めの連絡をお願いします。 

      （職員の勤務体制がありますのでよろしくお願いします。）  
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